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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 35,986 26.1 1,455 ― 1,528 807.5 793 ―
22年3月期第2四半期 28,539 △12.0 106 △67.6 168 △61.1 41 △43.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 24.09 ―
22年3月期第2四半期 1.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 60,280 19,855 32.9 602.71
22年3月期 65,296 19,917 30.5 604.56

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  19,855百万円 22年3月期  19,917百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 12.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 77,500 △6.8 2,400 △1.5 2,450 △4.3 1,250 △4.2 37.94



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に 
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる 
場合があります。なお、業績予想に関する事項は、［添付資料］Ｐ．３「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的 
情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 34,000,000株 22年3月期  34,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,056,207株 22年3月期  1,054,565株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 32,944,822株 22年3月期2Q 32,947,472株



（参考） 

  平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）個別業績予想数値の当四半期における業績予想の修正有無：有 

  

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  76,000  △6.6  2,200  7.3  2,350  6.2  1,200  6.8  36.43
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済を顧みますと、新興国の堅調な経済に支えられ外需産業を中心に

企業業績の改善や、政府の経済対策の効果等により景気は緩やかな回復傾向にありましたが、期半ばからの急激な

円高の進行は景気回復の動きを弱める事となりました。 

 当社グループの関連事業の環境は、設備工事事業につきましては、官公需の減少に加えて、企業業績の改善が新

たな設備投資意欲を持ち直すまでに至らず、厳しい受注環境に置かれております。精密環境制御機器の製造販売事

業につきましては、世界的な半導体の需要増及び中国を始め新興国などを中心とした液晶テレビの需要にけん引さ

れ、半導体及び液晶パネル製造装置の事業環境が前年に比べ著しく好転し、当第２四半期連結累計期間の機器製品

全体の受注高、売上高は前年同期を大幅に上回りました。 

 こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比 ％増加）、営業利益は 百万円、経常利益は

百万円、四半期純利益は 百万円となりました。 

  

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

  

<設備工事事業> 

売上高     百万円  （ ％） 

営業利益     百万円  （ ％） 

 受注高は 百万円で前年同期比 ％の減少となりました。 

 売上高につきましては、前年同期比 ％の増加となりました。売上高の増加と売上総利益率が前年同期より

上昇したことと販売費及び一般管理費の減少もあって、その結果、営業利益は前年同期を大幅に上回りました。

  

<機器製造販売事業> 

売上高      百万円  （ ％） 

営業利益      百万円  （   ） 

 受注高は 百万円で前年同期比 ％の増加となりました。 

 売上高につきましては、主に液晶向けが増加し前年同期比 ％の増加となりました。売上高の増加と売上

総利益率が前年同期より上昇したこともあって、販売費及び一般管理費は増加しましたが、前年同期の営業損失

から営業利益に転化しました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が 百万円（前年度末比 百万円減少）となりまし

た。主な増加は、現金預金の増加 百万円、主な減少は、受取手形・完成工事未収入金等の減少 百万円で

す。 

 負債総額は 百万円（前年度末比 百万円減少）となりました。主な減少は、支払手形・工事未払金等

の減少 百万円、借入金の減少 百万円です。 

 純資産は 百万円（前年度末比 百万円減少）となりました。これは、配当金の支払 百万円、その他有

価証券評価差額金の減少 百万円などによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より 百

万円増加し、 百万円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は 百万円（前年同期比 百万円の増加）

となりました。これは主として売上債権の回収や未成工事受入金などの収入が仕入債務の支払や未成工事支出金の

投入による支出より 百万円上回ったことなどによるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は 百万円（前年同期比 百万円の減少）とな

りました。これは、主として有形固定資産の取得による支出などがあったことによるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は 百万円（前年同期比 百万円の増加）とな

りました。これは、主として借入金の返済と配当金の支払などによるものです。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

35,986 26.1 1,455

1,528 793

30,685 18.1

1,369 262.5

27,723 15.9

18.1

5,301 107.5

86 －

5,581 106.6

107.5

60,280 5,016

2,954 8,444

40,424 4,954

4,615 452

19,855 61 494

339

2,954

8,346

4,087 5,625

3,260

198 117

956 165



  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第３四半期以降の見通しにつきましては、欧米の景気が下振れする懸念や、急激な円高の進行は国内景気を減速す

る懸念が高まっており、先行きについては不透明感が広がりつつあります。当社グループのコア事業である設備工事

事業につきましては、引き続き厳しい受注環境が続くと思われます。一方、機器製造販売事業につきましては、上半

期同様堅調に推移すると思われます。 

  

 当第２四半期連結累計期間における設備工事事業、機器製造販売事業の実績を踏まえ、通期の業績予想を下記のと

おり修正いたしました。 

  

受注高につきましては 百万円（前回発表予想 百万円）を見込んでおります。  

  

  

（参考）平成23年３月期の通期個別業績予想  

  

          (単位 百万円）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

   前回発表予想(A) 81,500 2,250 2,300 1,150

   今回修正予想(B) 77,500 2,400 2,450 1,250

   増減額(B一A) △4,000 150 150 100

   増減率（％） △4.9 6.7 6.5 8.7

   前期実績 83,111 2,437 2,559 1,304

72,500 78,500

          (単位 百万円）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

   前回発表予想(A) 80,000 2,050 2,200 1,100

   今回修正予想(B) 76,000 2,200 2,350 1,200

   増減額(B一A) △4,000 150 150 100

   増減率（％） △5.0 7.3 6.8 9.1

   前期実績 81,350 2,050 2,213 1,123



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

２．棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

  

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

  

４．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を第１四半期連結会計期間 

より適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ 百万円、税金等調整前四半期純

利益が 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、 百万円

であります。 

  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

追加情報 

（退職給付引当金） 

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を設けており

ましたが、このうち適格退職年金制度を平成22年７月１日付で確定給付企業年金制度へ移行し、「退職給付制

度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。 

この変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 

  

２．その他の情報

0
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,346 5,391

受取手形・完成工事未収入金等 29,929 38,373

製品 89 147

未成工事支出金 4,666 4,354

仕掛品 1,300 1,095

材料貯蔵品 137 128

その他 2,870 2,658

貸倒引当金 △52 △71

流動資産合計 47,288 52,079

固定資産   

有形固定資産 5,216 5,200

無形固定資産 356 384

投資その他の資産   

投資有価証券 5,162 5,725

その他 2,382 2,018

貸倒引当金 △126 △111

投資その他の資産計 7,419 7,632

固定資産合計 12,992 13,217

資産合計 60,280 65,296

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 26,581 31,196

短期借入金 3,204 3,404

未払法人税等 589 589

未成工事受入金 4,303 4,362

引当金 233 288

その他 1,832 1,697

流動負債合計 36,743 41,539

固定負債   

長期借入金 732 984

退職給付引当金 2,688 2,582

その他 260 273

固定負債合計 3,680 3,840

負債合計 40,424 45,379



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,857 3,857

資本剰余金 3,721 3,721

利益剰余金 12,544 12,244

自己株式 △376 △376

株主資本合計 19,746 19,447

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 203 543

為替換算調整勘定 △94 △72

評価・換算差額等合計 109 470

純資産合計 19,855 19,917

負債純資産合計 60,280 65,296



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 28,539 35,986

売上原価 25,916 31,975

売上総利益 2,622 4,010

販売費及び一般管理費 2,516 2,554

営業利益 106 1,455

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 88 88

その他 39 45

営業外収益合計 129 136

営業外費用   

支払利息 49 40

その他 17 22

営業外費用合計 67 63

経常利益 168 1,528

特別利益   

固定資産処分益 － 4

投資有価証券売却益 － 1

貸倒引当金戻入額 － 3

特別利益合計 － 9

特別損失   

固定資産処分損 2 2

ゴルフ会員権評価損 10 －

減損損失 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

特別損失合計 12 9

税金等調整前四半期純利益 155 1,528

法人税、住民税及び事業税 72 539

法人税等調整額 41 195

法人税等合計 114 734

少数株主損益調整前四半期純利益 － 793

四半期純利益 41 793



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 155 1,528

減価償却費 204 206

減損損失 － 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △41 106

受取利息及び受取配当金 △90 △90

支払利息 49 40

有形固定資産処分損益（△は益） 2 △2

投資有価証券売却損益（△は益） － △1

ゴルフ会員権評価損 10 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

売上債権の増減額（△は増加） 11,823 8,402

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △5,221 △467

仕入債務の増減額（△は減少） △6,643 △4,615

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,102 △59

その他 △2,184 △521

小計 △830 4,534

利息及び配当金の受取額 90 91

利息の支払額 △50 △41

法人税等の支払額 △745 △495

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,537 4,087

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △13 △126

無形固定資産の取得による支出 △55 △32

投資有価証券の取得による支出 △2 △13

投資有価証券の売却による収入 － 1

その他 △8 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △80 △198

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △400 △200

長期借入金の返済による支出 △252 △252

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △461 △494

その他 △7 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,121 △956

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20 21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,759 2,954

現金及び現金同等物の期首残高 6,969 5,391

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,209 8,346



該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

（注）１．事業区分の方法 

日本標準産業分類に基づいて区分しております。 

２．各区分に属する主要な事業の内容 

３．会計方針の変更による影響額 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（完成工事高の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、平成20年４月１日以後に新たに着手した工事

で、工事期間が１年以上でかつ請負金額が３億円以上の工事については工事進行基準を、その他の工

事については工事完成基準を適用しておりましたが、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性

が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。 

 なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、平成20年４月１日以後に新たに着手した

工事で、工事期間が１年以上でかつ請負金額が３億円以上の工事については工事進行基準を、その

他の工事については工事完成基準を引き続き適用しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べて、第２四半期連結累計期間に係る設備工事事業

の完成工事高は 百万円増加し、営業利益は 百万円増加しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
設備工事 
事  業 
（百万円） 

機器製造 
販売事業 
（百万円） 

  
計 

（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

  
連結 

（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  25,984  2,555  28,539  －  28,539

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高 
 10  －  10  (10)  －

計  25,994  2,555  28,550  (10)  28,539

営業利益または営業損失(△)  377  △271  106  －  106

設 備 工 事 事 業 ：空気調和衛生設備の設計・監督・施工 

機器製造販売事業：精密環境制御機器の製造販売 

3,136 360



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、「設備工事事業」、「機器製造販売事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 設備工事事業につきましては、空気調和衛生設備の技術を核として、その設計・監督・施工を主な事業とし

ております。 

 機器製造販売事業につきましては、設備工事事業と合わせて、空気調和・温湿度調節の技術を活かし、半導

体や液晶製造装置向けの精密環境制御機器を主とした環境機器の製造販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額 百万円はセグメント間取引消去 百万円であります。 

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額   

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高           

(1）外部顧客への売上高  30,685  5,301  35,986  －  35,986

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 11  －  11  (11)  －

計  30,696  5,301  35,997  (11)  35,986

セグメント利益  1,369  86  1,455  －  1,455

△11 △11

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

（１）連結受注高                                  （単位：百万円） 

  

（２）個別受注高                                  （単位：百万円） 

  

４．補足情報

区分 

前年同四半期 当四半期 

比 較 増 減増 減 率平成22年３月期 平成23年３月期 

第２四半期累計期間 第２四半期累計期間 

  空 調 工 事 21,793( 61.1%) 22,229( 66.7%) 435 2.0%

設 備 工 事 事 業衛 生 工 事 11,165( 31.3%) 5,494( 16.5%) △5,670 △50.8%

  計 32,958( 92.4%) 27,723( 83.2%) △5,234 △15.9%

機 器 製 造 販 売 事 業 2,701( 7.6%) 5,581( 16.8%) 2,880 106.6%

合 計 35,660( 100.0%) 33,305( 100.0%) △2,354 △6.6%

区分 

前年同四半期 当四半期 

比 較 増 減増 減 率平成22年３月期 平成23年３月期 

第２四半期累計期間 第２四半期累計期間 

  空 調 工 事 21,120( 60.4%) 21,192( 65.8%) 71 0.3%

設 備 工 事 事 業衛 生 工 事 11,139( 31.9%) 5,394( 16.8%) △5,745 △51.6%

  計 32,259( 92.3%) 26,586( 82.6%) △5,673 △17.6%

機 器 製 造 販 売 事 業 2,701( 7.7%) 5,581( 17.4%) 2,880 106.6%

合 計 34,961( 100.0%) 32,168( 100.0%) △2,793 △8.0%
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